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Quick×ワンプライス成約車輌　7月度ランキング

1位 　プリウス

平均 H26年 1,063,000円

2位 　アクア

平均 H28年 954,000円

3位 　ノート

平均 H28年 720,000円

4位 　ヴィッツ

平均 H26年 546,000円

5位 　フィット

平均 H25年 501,000円

1位 　セレナ

平均 H26年 1,136,000円

2位 　ヴォクシー

平均 H26年 1,525,000円

3位 　ヴェルファイア

平均 H26年 2,136,000円

4位 　ノア

平均 H25年 1,236,000円

5位 　アルファード

平均 H26年 2,158,000円

1位 　タント

平均 H27年 873,000円

2位 　ワゴンＲ

平均 H26年 560,000円

3位 　Ｎ－ＢＯＸ

平均 H27年 809,000円

4位 　ハスラー

平均 H29年 947,000円

5位 　ジムニー

平均 H25年 1,336,000円

1位 　ランドクルーザープラド

平均 H26年 3,012,000円

2位 　エクストレイル

平均 H25年 1,190,000円

3位 　ハリアー

平均 H28年 2,121,000円

4位 　ヴェゼル

平均 H28年 1,630,000円

5位 　フォレスター

平均 H26年 1,491,000円

1位 　ＭＩＮＩ

平均 H27年 1,902,000円

2位 　３シリーズ

平均 H25年 1,853,000円

3位 　Ｃクラス

平均 H27年 2,628,000円

4位 　５シリーズ

平均 H28年 2,292,000円

5位 　１シリーズ

平均 H27年 1,334,000円

輸出需要が増加し続けており、SUV部門では

ランドクルーザープラドがTOPに戻ってきまし

た。 

一方で国内小売り需要も7月半ば以降増加

中で、セレナやN-BOXといった定番人気車種

が徐々に上がっています。 

ＡＡでの人気車玉不足/価格高騰は変わらず

続いているので、注文車をワンプラで落札す

る傾向はまだまだ続くと思われます。 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中古車輸出情報
中古車輸出統計データ  - グーネット自動車流通より

2021年7月
Quick×ワンプライス　輸出向け成約車輌ランキング

1位
　ハリアー

平均年式　H26年 平均金額　1,475,000円

2位
　ランドクルーザープラド

平均年式　H30年 平均金額　3,365,000円

3位
　レジアスエースバン

平均年式　H26年 平均金額　927,000円

4位
　フォレスター

平均年式　H24年 平均金額　862,000円

5位
　ハイエースバン

平均年式　H22年 平均金額　746,000円

中古車輸出　前年同月比41.8%増 

ロシアが２カ月連続で首位 

 

日本中古車輸出業協同組合がまとめた６月
の中古車輸出台数は、前年同月比４１．８％
増の１０万８７４４台だった。仕向け国別で
は、ロシアが２カ月連続で首位となった。同
国は、９．１％増の１万４６８８台。２位の
ニュージーランドは、同７６．４％増の１万
１４３９台で続いた。３位はアラブ首長国連邦
で、輸出台数は同６．５％増だった。 

　上位２０カ国で伸び率が高かった国は、パ
キスタン（２．８倍／１８９５→５２１２台）、マ
レーシア（２．５倍／６５６→１６７１台、ウガン
ダ（２．２倍／１１２９→２５７３でアジア、アフリ
カ勢などで輸出台数を伸ばした。前月比較で
は、０．４％減だった。 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Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年7月

129,0万円

今年7月

148,7万円 平均単価

前年7月

57,9万円

今年7月

62,3万円

新車供給遅れなどの影響から中古車の玉不足が続いている為、ＡＡ出品台数自体が大きく前年を下回りました。  

その結果（昨年の特需を除くと）Quickワンプライス入札件数は増え、平均単価も上がっています。  

まだまだ玉不足は続くと予想される為【低コスト/高収益のQuickワンプライスへ1台でも多いご出品を】お願い致します。  



5

2021年 7月 新車販売ランキング

乗用車  軽自動車 

順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比  順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比 

１  ヤリス  トヨタ  23,200  165.7  １  Ｎ-ＢＯＸ  ホンダ  16,992  104.7 

２  ルーミー  トヨタ  14,807  226.8  ２  スペーシア  スズキ  10,983  82.3 

３  カローラ  トヨタ  9,242  84.1  ３  ムーヴ  ダイハツ  8,979  89.1 

４  アルファード  トヨタ  8,964  106.1  ４  タント  ダイハツ  7,895  60.2 

５  アクア  トヨタ  7,902  217  ５  ミラ  ダイハツ  5,938  92.7 

６  ヴェゼル  ホンダ  7,573  258  ６  ハスラー  スズキ  5,635  63.8 

７  ライズ  トヨタ  7,530  61.3  ７  タフト  ダイハツ  5,552  88.1 

８  ハリアー  トヨタ  6,780  72.2  ８  アルト  スズキ  4,267  83.0 

９  ノート  日産  6,657  98.9  ９  ルークス  日産  3,868  48.6 

１０  ヴォクシー  トヨタ  6,372  119.9  １０  Ｎ-ＷＧＮ  ホンダ  3,707  60.1 

１１  フリード  ホンダ  6,005  113.3  １１  デイズ  日産  3,095  55.8 

１２  セレナ  日産  5,329  69.3  １２  ワゴンＲ  スズキ  2,824  46.0 

１３  フィット  ホンダ  5,300  57.5  １３  ｅＫ  三菱  2,379  102.1 

１４  ＲＡＶ４  トヨタ  5,079  102.3  １４  Ｎ-ＯＮＥ  ホンダ  2,158  6743.8 

１５  プリウス  トヨタ  4,637  99.6  １５  ピクシス  トヨタ  1,762  107.0 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自動車業界トピックス

　日本自動車販売協会連合会（加藤和夫会長、自販連）と全国軽自動車協
会連合会（堀井仁会長、全軽自協）は、７月の新車販売台数を発表した。トヨ
タ「ヤリス」が2万３２００台が販売され、2カ月ぶりにトップとなった。軽自動車
はトップ１０の中に４台がランクインした。軽自動車のトップはホンダ
「N-BOX」、ついでスペーシア、ムーヴとなった。

　７月の新車登録台数は２４万７１４８台（前年同月比３．３％増）、軽自動車
販売台数は１３万３００台（同１７．０％減）、登録車と軽自動車の販売台数合
計は、３７万７４４８台（同４．８％減）で１０カ月ぶりにマイナスとなった。

　リヤフェンダーは、単独接触による損傷のリスクが高い部位です。ドアのよう
なボルト装着タイプと異なり、損傷度合いによっては【再溶接を伴う交換修理】
が必要とされます。溶接装着部位が交換された場合、オークションでの評価点
にも大きく影響を及ぼしますので、その確認には慎重さが求められます。

①リヤインサイドパネルとの接合部（前側）
　ドア開口部にあるので（画像②の①付近）確認しやすいのですが、リヤフェン
ダー後ろエリアだけのカット交換には適しません。前述のとおり樹脂製カバーで
接合部が隠れてしまっている場合があります。

新車販売１０カ月ぶりにマイナス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

【検査員はここを見る】リヤフェンダーのチェック
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自動車業界トピックス

ウェザーストリップが硬くて外せない！その対処法
　現在の車は、リヤフェンダーを含むサイドエリアの外板が、一枚の鋼板で一
体成型されています。つまり、リヤフェンダーエリアを交換修理するには、溶接
部分を外し、任意の箇所を切断して車両から取り外す必要があるのです。切
断された箇所は、再接合されてしまうと面取り処理されて発見しずらくなります
ので、査定時には、リヤフェンダーのふちに沿って溶接された痕跡（新車時ス
ポット溶接か？否か？）を確認していくことになります。代表的な確認場所とし
てドア開口部付近のリヤインサイドパネルとの接合部が挙げられます（画像②
の①）。確認するためには、ウェザーストリップを部分的に外すのですが、樹脂
製のカバーがしっかり組みつけられている車両では、溶接跡の確認作業がと
たんに難しくなってしまいます（画像①）。ですが前号“フロントフェンダーの
チェック”でもご紹介したように、代替えの確認場所を数多く把握していればあ
まり苦労することはありません。

②ステップインナー部との接合部
　①の接合部が確認できない場合の代替えとしておすすめです（画像②の②
付近）。ステップにチッピング塗装処理がされている場合、その塗装状態にも相
違が生じます。下側なので辛い姿勢での確認になりますが、スマホカメラや鏡
を使用する等工夫しましょう（画像③）。

③リヤインサイドパネルとの接合部（後ろ側）
　ミニバンやＳＵＶモデルのような形状の車両でおすすめ（画像②の③付近）。左
右の溶接状態や塗布されているシーラントを見比べやすいです（画像④）。確認し
やすい反面、リヤフェンダーの前エリアのみのカット交換を判断することはできま
せん。

④リヤフロアとの接合部
　大きなテールランプやカバーで③の接合部が隠れてしまっている場合の代替え
場所としておすすめです
画像②の④付近）。バンパー下側から見上げる姿勢での確認になってしまうの
で、スマホカメラや鏡を使用する等の工夫が必要です（画像⑤）。
＜複数個所を確認するのが理想＞
　通常は、リヤドア開口部から①を確認するだけにとどまる方も多いかと思います
が、それだけでは十分とは言えません。
　リヤフェンダーの交換パターンとして
　①リヤフェンダー全体の交換
　②リヤフェンダー前エリアのみ交換
　③ドア開口部のアーチ部分のみカット交換
　④リヤフェンダー後ろエリアのみ交換
　等々、多様に存在します。
　④のパターンを確認するためには、ドア開口部からの確認だけだと不十分に
なってしまうのです。面倒ではありますが、前後複数個所の接合部を確認すること
で見落としを極力抑えることができます。また、ボディサイズの大きなミニバンや
ＳＵＶでは、取り回しの難しさからリヤフェンダーを交換している車両が他セグメン
トよりも多く見られます。査定の際には十分注意してください。

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より



8



9

Quick×Quickの海外向けサイトとの多彩な連携！

Quick×Quickなら共有在庫に出品するだけで、様々な海
外バイヤーへ出品できます。会員様は通常の共有在庫と
同様に成約頂くだけ！わずらわしい輸出向け手続きや海
外との商談は必要ありません。

◆　Quick×Quickなら!!
　　海外向けにも一括出品が出来ます！

◆　英語でのやり取り・輸出業務などは全て
　　Quick×Quickにお任せ！

◆　会員様のお手数は一切無し！

◆　通常の共有在庫落札にて成約させて頂きます！

海外からの落札が毎月毎月増加中！
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海外向けサイト 成約UPのテクニック

① 初年度登録を月まで入力
　　輸出先に年式規制があり、登録月で輸出できる、できないがある！

② 長さ・幅・高さを入力
　　車両のサイズによって、輸出する際の運賃が決まります！

③ 写真は出来るだけ多く
　　輸出は画像だけで判断されています
　　情報は多ければ多いほど販売機会はあがります
　　特に状態表でレベル３以上の損傷が有る場合は画像がないと敬遠されがちです

良い例 悪い例
成約に繋がる写真の撮り方

一歩下がって、車の左右上下のスペースがなくなるようにズームを
使用、角度は正面・側面により過ぎないように撮影位置を調整す
る。
日差しが強い時間を避け、車全体がよく映るよう光源を意識する。
上記の2ポイントに注意するだけでイメージが良くなります!!
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共有在庫で売れる為にするべきことは？
他よりも「目を引く」「わかりやすい」「申込ボタンを押す」そういった ” 仕掛け ” が必要です。

①「初年度登録」
　初年度登録は「年」だけでなく「月」まで入力

②「ドア数」
　ここにきちんと記載があると「車名」「グレード」と相まってクルマのイメージが強くなります。

③「グレード」
　グレードが細かければ細かいほど、他のクルマより「良く」見えます。

④「シフト」
　「MT・AT」だけでなく、シフト位置まで記入しましょう

⑤「エアコン」
　「オートエアコン」なのか？「ダブルエアコン」なのか？詳細をしっかりと記入しましょう。

⑥「装備品」
　動作に問題なく使用可能であれば、純正・社外問わずチェックをつけましょう。
　車輌検索の時、このチェックが無いが為に検索結果に載らない事もあり得ます。

⑦　「外装色」「カラーNo」
　単にシルバー/ブラックといった見た目の色では、この色の車が欲しい！とピンポイントで探している人からは敬遠されて
しまいます。正確な色名称とカラーNoを入力することで、入札チャンスが増加します。

⑧「定員」
　特にミニバンの「７人乗り」「８人乗り」等の乗車定員が複数存在する車輌は、未記入のままでは入札が入りにくくなりま
す。正確な数字を入れる事で入札率が格段に上がります。

⑨「セールスポイント」
　ここが一番重要です！他のクルマと差別化するには、このセールスポイントをいかに「目立たせるか！」パッとこの出品
票を見た時に「ここに目が行くように」することが重要。「☆」マークをつけて目立たせたり、強調したいポイント（差別化出来
るポイント）には「！」マークをつけるなど強調することが重要です！

⑩「検査記入欄」「展開図」
　展開図への瑕疵記号と検査員記入欄への追記で、車の状態がより伝わる事で、入札率がアップします！

①
②

③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑩
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大好評 !!　最大1,000万円利用可能な

「Quick×らくらく後払い」

書類は当社にて預りとなります。入金確認後に書類発送となりますので、名義変
更期限を考えてのご返済をお願いします。

事前にリース会社による審査・契約が必要となります。

1台当たり車両価格500万円(税別)までとなります。Quick×スキップサポートと併
せて1,000万円までとなります。

輸入車は一部お取り扱いできないメーカーが御座います。

※1

※2

※3

※4
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オークション会場からの輸送も
個人宅への輸送もお任せ!!
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SellCa
新しい仕入れサービスのご案内
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!! 


